








原発生免疫不全症候群のスクリーニング法の開発の一方向として,その出生前あるいは出

生後早期における診断法の研究もまたはなはだ重要であると考えられよう。そのためには,

従来ある検査方法を用いるほか,新しい方法論を開発する必要がある。 


